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注意 
１．問題冊子１部(表紙を含め１１枚)と解答用紙４枚、下書き用紙１枚が

あります。試験開始の合図後、ただちに枚数を確認してください。 
２．試験開始後、解答用紙の所定の欄のすべてに受験番号を記入してく

ださい。 
３．解答は、解答用紙の所定の箇所に記入してください。 
４．定められた字数には、句読点も１字として数えます。 
５．解答時間は１２０分です。 
６．試験終了後は、解答用紙を回収します。（問題冊子及び下書き用紙は

持ち帰ってください。） 



 
 

問題 1 次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 矢作弘・阿部大輔・服部圭郎・G.コッテーラ・M.ボルゾーニ 2020『コロナで都市は

変わるか 欧米からの報告』学芸出版社：128-141。ただし、出題にあたり、文章およ

び図を改めた箇所がある。  
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問 1 下線部（1）はどのような状態を指しているか。本文の内容に即して 150 字以内で説明し

なさい。 

 

 

 

問 2 下線部（1）の状態を踏まえるとともに、コンパクトシティ論との相違点に触れながら、

15 分コミュニティ論の特徴を本文の内容に即して 300 字以内で説明しなさい。 

 

 

 

問 3 図 1 をもとに、本文中の（  a  ）および（  b  ）に入る適切な数字を書き入れなさい。

また、図 2 を説明する下記の文章について、括弧内に適切な数字を書き入れなさい。な

お、その際小数点以下一桁を四捨五入し、整数とすること。 

 

「徒歩 15 分」で暮らしの基本ニーズを満たせる地区の平均的な都市機能として、商 

店は全体の（  c  ）%である。また、カフェ・レストランは全体の（  d  ）%、食 

料品店は全体の（  e  ）%であることが分かる。 

 

 

 

問 4 本文におけるミラノとパリの 15 分コミュニティに関する取り組みを踏まえて、以下の

①〜⑤から正しいものを 2 つ選びなさい。 

 

① ミラノでは、リモートワーキングの普及に努めており、職住近接のコミュニティ

づくりは推奨していない 

② ミラノ、パリともに幹線道路の車線を廃止し、プロムナードや自転車道に転換

し、15 分コミュニティづくりにつなげる 

③ パリには、まちづくりの準公社があり、地区の活性化につなげるプログラムを促

進する 

④ ミラノでは、校庭の緑化を進め、学校などの施設については、常に住民に開放し、

諸施設の複合利用を促進する 

⑤ パリの 15 分コミュニティには、「市民キオスク」を置き、市職員が常駐してコ

ミュニティ活動の支援などを行う 



 

問題 2 次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： Egon Dejonckheere, et al., Perceiving societal pressure to be happy is linked to poor 

well‑being, especially in happy nations, Scientific Reports 12:1514, 2022。ただし、

出題にあたり、文章を改めた箇所がある。 

 

 

問 1 人々が幸福の基準を見定める際に、直接の人間関係に基づかず、暗黙裡に影響を及ぼす

と考えられるものをすべて、本文から英語表記で抜き出しなさい。 

 

問 2 下線部①について、「達成できない基準」と表現されている理由を、本文に即して日本

語で説明しなさい。 

 

問 3 下線部②を日本語に訳しなさい。 
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